
異学年合同学習の一実践
一 「群読」を用いた詩の共瞬学習一

國 原 信太郎

1.は じめに

わたしたちはヨ々,書 葉 によって思考 し,判 断 し,表 現 して,自 分 とは違 う他

者 とコミュニケーションをしている。そのため,言 葉を通して物事 を的確に理解 し,

論 理的に思考 し,表 現することは,非 常 に大切 なことである。人は書葉を通 して

自らの人格を形成 し,他 者 と繋が り,そ して自分の世界 を確立 し,広 げてい くか

らである。

さらに,グ ローバル化 の中で,自 分 とは異なる文化や歴 史に立脚する入 々との

共存 のため,窃 らの圏や地域の伝統や文化 につ いての理解 を深め,尊 重す る態度

を身に付 けることが重要で ある。その際に も,柔 軟 な思考力 に基づ く判 断力や,

他 者 と共存 して生 きるための表現力 など,言 語能力に裏打 ちされた能力が必要 と

なって くる。

そのため,目 的や場薦に応 じ,習 得 した知識や技能 を活用 し,見 つけた課題に

対処 してい くことができる雷語能力を育成 してい くことが,国 語科 には求 められ

てい る。 と りわけ,雷 葉 を通 して的確に理解 し,論 理的 に思考 し表現する能力,

互 いの立場や考 えを尊重 して書葉で伝 え合 う能力,そ して,我 が国の言語文化に

触れて感性や情緒を育むことが重要である。

しか し,国 語科 として生徒たちに育成 しなければな らない雷語能力 は,知 識や

技徽の学醤のみで習得 させることは不可能である。なぜ なら,授 業 とい う学びの

場 を通 して,学 び手がお互いに交流 し,そ の中から共に学び合 うことにより,言

葉のカ を獲得 してい くからである。 もちろん,交 流 し,学 び合 うためには生徒 自

身が与 えられた課題や教材に対 し,明 確な意見や考 えを持つ必要がある。

そこで,今 回は詩の音読 を活用 した授業 に取 り組み,音 読の仕方 を考えること

で詩の読み を深 める授業 に取 り組んだ。 さらに,そ の授業では,知 識や経験が異

なる小 ・中学生の合同授業を行 うこ とにより,お 互いの立場や考えを尊重 して轡

葉で伝 え合 う能力を育成する試みを行った。
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2.詩 の指導について

詩 の学習詣導は,散 文のそれに比べ ると難 しい。 というの も,数 少 ない書葉 を

手掛 か りとし自らのイメージを膨 らませ,作 者の心情に迫 らなければならないか

らである。さ らに,日 常生活の中で詩 に接す る機会 もそれほど多 くないため,ど

うして も詩 に対 し 「難 しい」 とか 「取 っ付 き難い」い う先入観が生 まれ て くる。

教員はその中で授業 を行っていかなければな らないので,ど うして もや り辛さを

感 じて しまう。そのため,教 員自身 も詩の指導 を敬遠 して しまい、授業 自体 も無

難な解釈に留まることが多 くなって しまう。

私 肖身振 り返 ってみて も,詩 の指導においては,そ の作品の解釈,鑑 賞,音 読

を繰 り返 して きたに過 ぎない。解釈では,そ の作品に対 して闘違 ったイメー ジを

待 たせないように教材研究 した内容 を教 え込んできた。鑑賞では鑑賞文を書かせ

ることが あっても,ど の ように鑑賞するのかを指導す る機会 は少なかったように

思われる。 また,膏 読 において もただ音声化 させて読ませるだけで,音 読の仕方

を深 く考えさせてこなかった。そのため,詩 への興昧閣心を高める指導が十分に

行われて きたとは書 えない と自分 自身を反省 している。

今回は,こ のような自らの課題を意識 し,課 題の解決,改 善をB指 して行 った

異学年間における詩の群読授業について報告 し,考 察 したい。

3.指 導の案際

馨綬業日聴

霧学年 ・組

醗授業場所

馨教材名

麟教材欝標

平成26年7月1臼(火)2限(9:44～1◎:34)

第8学 年C組38名(第3学 年ろ組 との合岡学習)

京 都教育大学附属京都小中学校 東エ リア ランチルーム

「夕獄がせなかをおして くる」

優れた表現 に親 しみ,情 景や作者の心精 を主体的に読み取ること

で詩を読み味わう。

鯵教材について

「夕 日がせ なかをおして くる」は,児 童文学作家で詩入の阪醗寛夫の作品である。

阪田寛夫 といえば,目 本の代表的童謡 「サッちゃん」 で有名 であるが,こ の 「夕

鷺がせなかをお して くる」 も楽曲化され,1985年 に 蕪HK全 国学校音楽コンクー

ルの課題曲となっている。

本教材 は,七 五調 をベースとした詩でさらには繰 り返 し表現 も使われ,罪 常に
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リズム感のある詩である。大 きな夕 欝が帰宅する子 ども達 に向かって背後か ら大

声 で呼びかけ,ま たその太陽に向かって子 ども達が ゼ負 けずにどなる」 という情

景 も大変分か りや く,生 徒が想像力を働かせ,興 味を持 って読 むことがで きる教

材 であ り,子 ども達同士が工炎 して群読することに適 した教材であるといえる。

聴 に本教材 は,夕 臼か ら子 ども達へ,子 ども達か ら太購への呼 びかけという掛け

合いがあるため,そ の掛け合い を工夫 し読 むことも可能であ り,そ の工夫 の仕方

によっては幾通 りもの読み方 を考 えることができる。

このような掛 け合いが含 まれた作 晶は,短 い雷葉で,場(状 況,情 景)や 心情

を端的に表現 していることが多 く,こ の教材 もその例 に漏れない。そのため読み

手は,書 かれているひとつ ひとつの言葉や,表 現技法 などからその場の様子やイ

メージを広げ,叙 述に即 した読み取 りを行い,想 像を広げなければならない。

優iれた文学作贔は,使 われている言葉のひとつひとつが作者によ り十分 に吟味

され,想 いや感動が需葉で巧みに表現 されている。 したがって,ど のような教材

であれ作者の心情を醤葉か らイメージす ることがその教材の理解には欠かせない。

なかで も,短 文で構成 され る詩は,需 葉が より精選 されて使われてお り,言 葉の

表す意味や語感な どを深 く味わ うことがその解釈に直結す る。本教材 で使われて

いる言葉 はどれを とっても難解なものはな く,醤 葉の意味や語感を味わいやす く,

雷葉 を手掛か りに読みを広げた り,読 み を深めた りす る楽 しさや,言 葉で表現す

ることの楽 しさが得 られる教材である。

そのため,詩 の表現 にBを 向けて読み方 を工夫 しなが ら,言 葉や蓑現のひとつ

ひ とつに着 穂することでその情禦 をイメージ し,自 分たちの考 えや読み を群読 と

いうツールを用いて表現 し,声 に出 して読 むことの楽 しさを感 じることに適 した

教材であるといえる。

㊧指導計爾(5縛 間扱い)

霞分 の経験 や体 験 に照 らして詩 の表現 を味わ う。

第1時

「明 購(谷 月駿 太 郎)を 読み,陶 分 の経験 や体 験 を もとに,作1慰 こ込め ら

れ た

メ ッセ ー一ジを考 え る。

第2時

作 愚 に込 め られ たメ ッセー ジ を も とに 「明 β」 の群 読 の 仕方 を話 し合 い,

群読 す る ことで作 者 の メ ッセ ー ジを糞現 す る。
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体験や経験の違う異学年との交流により,詩 の情景を読み取り表環を味わう。

第3時

ゼ石ころ」(まどみちお)を 読み,本文を根挺に場面を読み取 り,群読を作る。

(3年 ・8年合韮ミ】授業)

第4晴(本 蒔)

「夕臼がせなかをおしてくる」を読み,異 学年との交流により読みを深め,

自分たちで群読を作り上げる。(3年 ・8年合同授業)

纂5時

「夕覆がせなかをおしてくる」の良さを入に伝えるために鑑賞文を轡く。

3年 生 と8年 生 の合 同授 業は,第3時,第4時 に行 った。第3時,第4時 での

最終 黛標 は,r群 読を作 り上げる」ことと同 じであるが,第3蒔 は初めての合同授

業 ということで,第4蒔 に比べ て詩の内容 をイメージしやす く,緩 急や強弱や聞,

声 の大 きさといった技衛面 を重視 するだけで群読 を作 ることができる 「石 ころ」

を教材 とした。第 婆蒋では,詩 の解釈が分かれる 「夕 慰がせ なかをお して くる」

を爾い,そ れぞれの学年の詩へのイメージを比較 させ,搬 題 に合った読み方 を考

察させ る群読作 りを行った。

愚本縛 について

(1>本 縛 の租標

詩の優れた表現に親 しみ,異 学年交流 をもとに情漿や作者の心情 を読 み深める

ことで,よ り良い群読を作 り上げる。

(2)本 蒔 の教材について

夕暮れがせま り,家路を急 ぐ子 ども達。子 ども達を照 らす大 きくて真っ赤な夕iヨ。

その情景を 「うででお して くる」「よびかける」のように擬人化 した夕 臼と子 ども

達の掛け合いで表現 している詩である。 また,ゼ でっかい声」で力強 く呼びかける

太陽と,「 負けずにどなる」子 ども達の姿 は,明 る くエネルギ ッシュで,明 漫への

希望に満ち溢れている。このような情景が読み取れる「夕薮1がせなかをおして くる」

は,決 して難 しい書葉や書い園 しは存在せず,読 みやすい教材である。 しか し,

言 葉ひとつひとつを捉えていったときには,擬 人法が使 われた り,内 容がやや抽

象的であった りするため,主 題 に迫 りづ らいところがある。内容が読み取 りやす

いからといって,「 この詩の主題は何なのか」 という発問を投 げかけて もす ぐに主

題を捉えることはできないはずである。「子どもの元気 を称 えた詩」,「自然 と子 ど

もの交流交歓の詩」,r今 臼への充婁感の詩」,「明臼への希整の詩3,「 早起 きの勧
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めの詩」,少 し考えただけでもこれだけの主題を考えることがで きる。こう主題が

捉 えづ らけれ ば,8年 生(中 学2年 生)と いって も容易に この教材を解釈するこ

とはかなわない。内容 は決 して難 しく無 く,リ ズム感 もあ り読みやすい教材であ

るが,駐 心の主題が捉 えづ らい教材であるといえる。主題 が捉えづ らい理 由の～

つ として,こ の詩の話者 となっている 「ぼ くら」や 「夕 印 の 「立場」は親 しみ

やすいが,話 者の 院 方」(認 識や感情)が 捉えづ らい とい うことが考 えられる。

また,本 教材は,繰 り返 し表現や七五調が罵い られ,リ ズム感にあふれた詩で

あ る。そのため,群 読教材 として非常に優れた教材であるといえる。 しか し,情

感豊かにこの詩 を読み上げるためには,た だ大 きな声で リズム良 く読む といった

技術 的なことに着 演す るだけではな く,そ の主題 に迫 った上で読み方 を考 えさせ

る必要がある。 しか し,前 述のように,さ まざまな主題が考 えられる本教材の主

題に迫 ることはそ う容易ではない。 したがって,情 感の込められた群読を作 り上

げるためには,こ の教材の主題 について考えさせる必要がある。

本時…に交流学習を行 う3年 生は,ま だ教材 に 洞 化」 して読むことが主で。教

材 を 「対象化」 し,そ の主題に迫 るという,い わゆる文学約な教材の読み方をす

ることは難 しい学年である。 したがって,教 材 を 「対象化」 し,話 者の見方(認 識・

感情)に 迫 ることがで きる8年 生 との交流によ り,3年 生はこの教材を 「紺象化」

して読む ことを学び,詩 を文学 として読むための第一歩を踏み幽せ るので はない

か と考えている。

(3)生 徒 分析 と指導

8年 生は,7年 生 陣に ヂ野原はうたう」(工 藤直子),「 は じめての詩」 慌 川洋治),

「詩四編」,「木は旅が好 き」(茨 木の り子)と 詩の学習 をしてきてお り,中 学生 の

詩の学習 の基本 を学 んできた。詩 を群読す ることで,声 を発す ることの楽 しさ,

声 を受け止めることの楽 しさをは じめ,醤 葉をきっかけ として詩 とい う短い文章

に描 かれた世界を 自分の頭の中でイメージし,再 構築 していくことの面白さも少

しは感 じてい る。 また,詩 は日常で見落 としていることを気付かせて くれた り,

自分 とは違った見え方,感 じ方,提 え方 を示 して くれた りす るものであ り,そ こ

に衝 白さが潜 んでいることも7年 生の蒔 に体感 している。 さらに.さ まざまな表

現技法 を学ぶ ことによ り,詩 の奥深 さを感 じ,想 像する ことの楽 しさを味わい,

作者の思いを読み取 り,表 現が生み鐵す効果について も自分な りの考えを持ちな
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が ら読むことがで きる。その成果が8年 生になり初めて学んだ詩 湖 日」(谷 川俊

太郎)に 表れた。「明 則 では自分たちで詩のイメー ジを再構築 し,教 材を主体的

に読み込み,群 読をどうすればよ り良いものにで きるのかをクラスの話 し合いの

中か ら考え韻 した。

今回授業を行 う8年C親 も,ク ラスの中心 となる生徒が,詩 の情崇や表現技法

を手掛か りにクラスの群読 を親み立てていった。8年C組 は,男 女 とも活発なク

ラスで。何事 も積極酌 に活動する力 を待 っている。発表や話 し合いの場で も,自

分 の考えや意見を しっか りと発書する盈徒が多い。また,本 文を根拠に作品の撮

界観を構築するするカを持つ生徒 も多数いる。

本蒔の授業 では8年C組 と3年 ろ組の合岡授業であ るが,着 眼の場麟ではお互

いの音読を聞 き含い琵較 し,そ の音読のどういうところが良かったのかを考えさ

せ る。そ して,分 析の場擬ではその沈較を もとに8年 生 と3年 生で群読を作 り上

げてい く。その際 緩急や強弱,声 の大 きさとい った読みの技術 的な事 ばか りに

着 欝させず,詩 の主題 を読み取 り,そ こか らどのように群読させるのかを考 えさ

せ てい きたい。詩 は,作 者が言葉を厳選 し,構 成 を練 って効果的かつ抽象的に表

現 されているため,解 釈 しようとするならば,読 み乎は使われている醤葉 ひとつ

ひとつに着 昌して,想 像 した り,考 えた りしながら読むことが必要になる。主題

に迫 ろうとす ると、読者の これまでの入坐経験や知識 価値観 などが大 きく反映

される。8年 生 と3年 生 とで話 し合わせ て圭懸に追 らせることによ り,こ れまで

の入生経験や知識 価値観,轡 葉能力が全 く違 う異学年 の子 ども達の交流により,

お 互いの学年 だけでは気付 けなかった薪 しい発見が生 まれ,そ こか ら臼分の考 え

を深めた り,広 げた りさせたい。

「夕 臼がせなかをお して くる」では,「 昼間さんざんに遊 び,家 路につ くときも

まだ遊び足 りぬであろう元気な"ぼ くら"と"夕 日"の かけあいは."ぼ くら"と"太

1難 が一体 となって,強 くた くましく感 じさせる」 ということが読み取れ る。そ

して,そ こには"太 腸"と 一体 になって元気 よく生 きる"ぼ くら"の 姿を明 るく力

強 く.し か も 「ユ ーモラス にうたいあげている健康的 な愚想」 とい うものが隠れ

ているように感 じる。 ところが,こ のような思想は,子 ども達 の世界に確 実に存

在する ものであるが,普 段か らその ようなことを子 ども達がいちいち霞覚 してい

るわけがない。そのため,本 詩を読んだときに話者の 「見方(認 識 ・感情)」 に自

分 の考えを合 わせ ることが難 しい。そ こで,窃 分たちの夕 廻に対す る見方 を超 え
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た新 しい見方が生 じるように,経 験値 の高い8年 生がイニシアチブをと り,本 詩

の解釈を行い,主 題に迫 らせたい。 しか し,こ の詩の話者が3年 生程度で設定 さ

れているということを考えると,3年 生か ら出て くる解釈や考えが,8年 生の解釈

を鋼激することも充分考え られ るし.8年 生が改めて 自分たちの読みや解釈 を見

つめなおす,い わば内省の きっかけになる とも考えられる。今 回の授業では,異

学年 との交流が新 しい視点や考 えを生み出 し,薪 たな気付 きになり.嶽 分 たちの

考えをさらに深めていけるような指導 を行いたい。

指導の際には,以 下の3タ イプの思考過程 王・に着 羅し.技 衛や経験だけに頼 らず,

詩 の本質である主題 に迫 ることがで きるような音読の指導を行 う。

[Aタ イ プ3

(主題 重視)

8年 ・3年の 音読 を比 較 し,そ の違 い を手が か りに しなが ら詩 の主題 に迫 り,

主題 に舎 った読 み方 を考 察 し,群 読 を作 る。

露 タイプ3

(技徳重視〉

8年 ・3年 の毒 読 を比較 し,そ の違 い を手が か りに しなが ら,緩 急 や 強弱 や

醐,声 の大 きさ とい った技 徳 緻 を重 視 し,群 読 を作 る。

εCタ イ プ]

(経験 重視)

8年 ・3隼 の音 読 を箆較 し,直 観や 感覚 といった 経験 的 な考 えや判 断 を も と

に,群 読 を作 る。

よ り良い群読を作 ることを考えるのであれば,声 の大 きさや緩急,聞 や リズム

といった読み方の技術的な事 に生徒たちはまずは 鑓が行 くと思 われ る。 しか し.

聞 き手に患い を伝 える群読 を作 り上げるためには,そ の詩 に罵いられている言葉

や意昧のひとつひとつを吟味 し,詩 の解釈をきちんと行い,そ の詩の主題に追 っ

た上で情感を込めて読むことが必要である。 どう音声表現するか,と いうことは,

どう解釈す るか ということと嗣義である。冷 たい活字の文字列に,生 命 と息吹 き

を与 えるのは読み手の解釈作業に よって決 まって くるといって も過言で はない。

したがって,発 問は 「8年生 と3年 生で話 し合って,良 い群読を作ろう」であるが,

読 み方の技術 に租を向けるBタ イプの ような生徒たちには声掛けを行 い,詩 の主

題 に迫 らせ,そ こか ら詩の解釈 を考 えて どう音声化するのかを考 えさせたい。詩

の主題に迫 り,そ こから詩をどのように読むのか を考えてい くことがで きるよう

になればAタ イプの生徒 といえる。詩の主題 を捉 えることがで きれば,ど こに

緩急や強弱をつけ,ど の ように読 めぱ良いのかを考えてい くことがで きるはずで

あり,Bタ イプが行 う患考の形式を自然に屠いることが可能であるはずである。C

タ イプの生徒 には.経 験 的な感覚や直観だけで読みを考え させず,ひ とつ ひとつ

の言葉か ら椿崇 を提 えるように指導 し,詩 の解釈 をさせ ,そ の解釈 をもとにどの

ように読めば良いのか考えさせ ることでさらに良い群読作 りを農指させたい。
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(㊨ 学習指導要領との関連

中学校第2学 年A話 す こと ・聞 くこと(1)イ 「異なる立場や考えを想定 して自

分の考えをまとめ,話 の中心的な部分と付加的な部分に注意し,論 理的な構成や

展 開を考えて話すこと⊥C読 むこと(2)ア 「詩歌や物語などを読み,内 容や表

現の仕方について交流すること」 を意識 し,ま た,小 学校第3学 年におけるC読

む(1)ア 「内容の中心や場面 の様子が よく分かるように音読すること」,書 語活

動C(2)ア 肋 語や詩を読み,感 想を述べ合 うこと」が達成できるような共同学

習を爵指す。

(5)本 時の展開3

分
簾

1

着

眼

R

分

析

生徒の挙習活動

3年 生 の音読を聞く。

8年 生が音読をする。

指導者の支援及び留意点

・箭 時 の 復 翼 を行 う。

8年 生 と3年 生の群読を比較する。

8年 生の群読の良かったところを聞く。

3年 生の群読の良かったところを発表

する。

・3年 との群読の違いに気付かせ,発

表させる。
・良い音読 とはどのような特微がある

のか考えさせる。

8年 生 と3年 生 で話 し合 って,群 読 を作 ろ う。

3年 生,8年 生 で グ ル ー プ を作 り,話

し合いをさせる。
・グループでの意見交流

Aタ イプ(主 題璽撹)

8年 ・3年 の音読 を比較 し,そ の違い

を手がか りにしなが ら詩の主題に追

り,主 題に合った読み方を考察し,群

読を作る。

⇒詩の主題を探 り,そ こから情景に合

った群読を考えていく。

〔主題に迫るための視点〕
・詩の解釈 ・表現技法

・繰り返し表現 ・文末表現

・「太陽」,「夕臼」という言葉の違い

・どうすれば良い群読が生まれるのか

という疑問を持たせる。
・グループで意見を出させる。
・テクニック的な意見ばかりであったら,

詩の主題に迫れるような声掛けを行う。

(タイプに合わせた生徒の支援を行う。)
・詩の欝葉ひとつひとつを吟味 させ,

詩の解釈を行わせることで,詩 をどの

ように読めばいいのか考えさせる。
・詩の表現技法に着羅させる。

・詩の表現のひとつひとつに着 蒲させ,

詩の情景を考えさせる。
・詩の解釈をもとにして,群 読を作 り

上げさせる。
・解釈の根挺となることも考えさせる。
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般

化

Bタ イプ(技 術璽視>

8奪 ・3年 の音読 を比較 し,そ の違い

を手がか りにしながら,緩 急や強弱や

間,声 の大きさといった技衛薩を霊視

し,群 読を作る。

⇒8年,3年 の音読の読み方の違いか

ら,群 読 作 りを行 う。

〔良 い 群 読 作 りのた め の視 点 〕
・声 の 大 き さ ・リ ズ ム ・聞

・強 弱 ・柳 揚

Cタ イプ(経 験重視>

8年 ・3年 の音読 を比較 し,薩 観や感

覚 といった経験的な考えや判断をもと

に,群 読を作る◎

⇒思ったこと,感 じたことをそれぞれ

に欝い合い,群 読作 りを行う。

・グループで群読を発表する。

・印象に残 ったグループを言い,そ の

理慮を述べる。
・印象に残 ったといわれたグループは

,

どういう考えで群読を作ったかを発表

する。(群 読作 りの根擬を発表)
・他 グループの意晃を聞き

,自 分たち

が気付かなかったこと,違 うと思った

ことについて再度考えてみる。

・さらに良い群読を,技 衛的なことか

ら考えさせる。
・童題に迫れていないようなら,机 間

指導で童題に迫るように指示し,そ こ

から詩へのイメージを深めさせ,群 読

作 りを考えさせる。(B→Aへ の転換

を図る)

・良い群読作 りのための視点を擾承し,

需葉の理解や,詩 の解釈 もさせる。

(C→B,Aへ の転換を図る)

・発蓑者に発表する姿勢を作 らせ,聞

き手には聞く姿勢を作 らせる。
・印象に残ったグループを発表させ,

その理撫も発表させる。
・印象に残ったといわれたグループは,

どういう考えを持って群読を作ったか

発表させる。

・自分たちの作 った群読を振 り返 らせ

る。
・自分たちの作った群読から

,詩 の情

景をイメージするように促す。

(6>本 時 の評錨

場面の様子や情景,人 物の気持ちを思い浮かべながら異学年で話し合い,そ れ

を群読作 りに活かす ことができたか。

4成 集と課題

本授業では,詩 の優れた表現に親しみ,異 学年交流をもとに詩の情崇や作者の

心情 を読み深めることで,よ り良い群読を作 り上げることを匿標 とした。

まず.着 眼の過程 では3年 生 と8年 生のお互いの音読を聞き合 うことで,そ の

違いを比較 し,お 互いの音読の中での良い点 を考えさせた。 この段 階で,8年 生

は3年 生の読みの技術的な巧 さを体感 し,さ らに声質が 自分 たちとは違 うことを
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確 認 させ,3年 生 との読み

方の違 いを確認 させること

で.分 析の過程の土台を作

り上げ させた。

そ して,そ の土台を もと

に分析 の過程 では,3年 生 着眼の過程8年 の音読3年 の音読

と8年 生の混成グループで,

お 互いの詩に対するイメージの違い を話 し合い,詩 か ら受 けるイメージの違いを

比較す ることで,ど うすれば良い群読を生み出せ るのかを議論 し合った。その際。

「群読をつ くる」 というテーマを考慮 し,群 読がで きる人数を優先 し,1グ ループ

が8年 生 娃入～5人,3年 生3入 ～4入.合 計が8入 ～9入 の グループ編成 にな

って しまった。 そのため,1グ ループの人数が多 くな りす ぎ,上 乎 く話 し合いが

進 まなかった り,ま とまらなかった りする場

爾が見 られたが,こ れは指導者の反省すべ き 麟

点であ った。 しか し,そ の多い人数 の巾,ど

の班 も着眼の過程 で気付いた3年 生 と8年 生

の声 の質の違いや,強 弱,問 といった技衛的

な ・とを し・か りと話 し飯 ていた・ また 議'

誰 が どこを読むのか とい う話 し合いでは,教 難

材の内容 に迫 り,教 材の内容 に合わせ た読み

ヘ

ドおゑ

　

へ

お

ぬ
駐
藍

'

寵

誤霧

＼x

鍾
8年 生 ・3年 生の話 し合い

響

方を考 えている班が多かったが,手 拍子を取って間や拍 ばか りに意識が向いてい

た りほ 連 と2連 の話者の違いに意識が向いていなかったりするような斑 もあった。

そのため,話 し合い をいったん中断 し,指 導者か らリズムや問といった技衛的な

ことばか りに着Bす るのではな く,彬 手 にイ

畷 灘 灘 讐 刈 ジをしてもらえるような量洋読㈱ を騰

灘躍欝辮
8年 ξ1三・3年 生の話 し合い この手立ては詩の主題 に着 環した読み方 を考
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えることがで きるAタ イプの生徒が班 に入 っていれば必要がなかったのか もしれ

ない。そ う考 えると,グ ループ分 けの際にはAタ イプか らCタ イブまでの分新 を

確実に行 い,全 てのグループで全 タイプが入ったグループ編成 を行う必要があっ

たのではないか とい うのも,授 業 を行 っての反省であ る。Aタ イブの生徒が入っ

ているグループでは,教 材の言葉のひとつ ひとつ に着 欝し,教 材の場爾をイメー

ジ しなが ら誰が どこを読むのか,ど こを何 入で読 むのか,ど こを3年 生が読み ,

ど こを8年 生が読むのか といった話 し合い

が行われていた。そ うい うグループで は,

3年 生が教材か ら読み取 ったイメージと8

年生が教材か ら読み取 ったイメージを沈較

しなが ら,教 材をより深 く読み昧わえてい

た。入生経験 傭識,煽 値観 言語能力の

全 く違う学年同士の交流だか らこそ,お 互

いの学年だけでは気付けない ようなことに

も気付 き,視 点を広げることで自らの読み

イメージを持ってもらうために発問

や考えを深めることができたのではないかと考える。授業 を行 う誘 は,3年 生が8

騨◎讐鷺 三◎∴㌶響1響1雛
∬壽ぐ〆～潔 ＼ 、
・・ 添 の 心 配 は 杞 憂 に 過 ぎ な か っ

塗・・ 愛

盛 づ'た ・粥 ・と蹴 が意見
Aタ イプの話 し合い過程Bタ イプの話 し合い過程 交流 し 教材の解釈 を深め

てい くことが で きた こ と,

そ して,3年 生 が詩 に対 して明確なイメー ジ作 りを行お うとし詩 を対象化 して読

むようになった ことは大 きな成果 とい える。

教材 の解釈 を深 める ことがで きたグループは,

群 読 も良い仕上が りになっていた。良い仕上

が りというの は,上 手 く読む という技術 的な

薩での良さではな く,3年 生の声,8年 生の声

を群 読にうま く活か し,根 提 をもって読み方

を考 えることがで き,詩 の世界観 を上手 く表 群読発表の様子
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現 し,自 分たちの力で詩 を再構築す ることがで きていたということである。 とこ

ろが,一 般化の過程では,そ の思考の過程 を上手 く全体に共有 させ ることがで き

なかった。 グループ活動や群読の発表 に蒔間を取 り過 ぎ,一 般化の過程の疇間が

非常 に少なか ったのが原因である。い くらグループ活動で良い話 し合いができて

も,そ れ を全体 の中で共有 できなければ,高

一般化の過程

要 である。 したがって,一 般化の過程では,群 読 を発表 した後 なぜその ような

群読の作 りになったのたのかを交流 させる必要が あった。それができない一般化

の甘 さが,今 回の授業での最 も大 きな課題 となった。

い学習効果 を期待す ることはできない。今回

は 「8年生 と3年 生が話 し合 って,群 読を作

ろう」が テーマであったが,群 読 を作 るとい

うことが最終 毯標ではな く,群 読 を作 るため

に教材 を どの ように読 み,3年 生 と8年 生が

お互いの詩へのイメージを比較 しなが ら,詩

をどう解釈 を したのかとい う思考の過程が重

事後の授業で 「3年生 との交流授業を終えて」とい うタイ トルで感想を書かせた。

感想は以下の通 りである。

£私が思い浮かばない ような発想が出ていてびっくりした。」

「8年生が疑問を繊す と,3年 生が考えを出す こともあ り,そ うい う考 えもあるの

か と知ることができた。」

錦 年生が気付かないことを3年 生が気付いた」

「3年生の素薩に詩を読む姿勢は感心 した」

「8年生 と3年 生では考え方が違 うと思 った」

ド3年生のような澄 んだ声 は8年 生には出せな

いと思 った」

「8年 は詩 を深 く読 み取 ろうとするが,3年 は

読み方ばか りに雇がいっていた」

「3年生 と考 え合 うことで薪 しい兇方ができる

ようになった」

ギ3年生のリズム感はびっくりした」

臨 爆 。　蝉 驚

嫌 鋤 姦、

生徒感想文
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ヂ3年生の知 らないこと(技 法等)を 教えてあげることができた」

「群読 を作 ることで一語一語,～ 文字一文字ていねいに読むことができた」

「解釈の顧で教えてもらうことも多かったj

r3年 生 は頭が柔 らか く,私 たちの思いつかないアイディが出てきた」

「自分の感 じたことをそのままに表す3年 生 と.技 法や詩の読み方を学んできた8

年生が話 し合いをすることで詩 を深 く読み込むことができた」

「3年生 と8年 生の声 の違いを生かして読めたことは,い つ もの授業ではで きない

ことだと思った」

絡 年生が最初に読んだ読みはバ ラバ ラで,3年 生に負けていると患った」

給 年生が気付かなかったことを3年 生が指摘 して くれたj

Fわ たしたちにはで きない元気 な声 と8年 生のどんよりした声をうま く活か して群

読 を作 りましたが,難 しかったです」

「霞分たち8年 が見落 としていたところを3年 生が見つけて くれた。」

「昔はこうやって音読 していたなと思 って,8年 生になって忘れていたことを患い

鵡すことがで きた」

「今摂学んだことを次の詩の学習に活か したいです」

「3年生 と8年 生の自分たちとでは一圓 りぐらい違 うが.そ の3年 生の方が詩 を読

むのが上手かったことはいささか驚いた。」

「3年生 は元気で上手に読むけど,詩 の意味はあまり分かっていなかった」

「8年生 は8年 生なりに学力をつけて きていることを実感 しました」

「最初の3年 生 と8年 生の読みではそれぞれに足 りない ところがあったけれ ど,お

互いに話 し合 うことで2つ の学年 の良いところを組み合わせて より良い読みがで

きたと思う」

「3年生か ら学ぶ ことがた くさんあ り,私 たちとは違う視点で物事を見ていたので

新鮮 だった」

「8年生だけでは絶対でない意見が3年 生から出て学ぶことがあったj

r3年 生 の音読は元気や明 るさがあ り良かった。 しか し.8年 生は元気に大 きな声

で読んでいるつ もりでも実はそうではないんだと読みを比べることで気づいた」

以上の ような感想 を見てみ ると,8年 生は3年 生の読みの狡箭的な こと(声 の

大 きさ,明 るさ,リ ズム感等)に 刺激 され,ま た,詩 を読む際の視点 を3年 生か
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ら学ぶことが あったと書 いてある。特に,「8年 生が気付かなか ったことを3年 生

が気付 かせて くれた」 とい う意見は多 く,話 し合いは経験値の高い8年 生がイニ

シァチブを取 って行われていたが,3年 生の意晃や考えが8年 生の学 びに寄与 し

たことは事実である。一方で,「3年 生 は詩の意味 をあま り理解 していなか った」

という意見もあ り,そ ういう班では,8年 生がイメージ解釈 の視点を与えるこ と

で3年 生の詩 の読みも深まった と考え られ る。感想 を読んでいると,場 面の様子

や情景 入物 の気待 ちを思い浮かべながら異学年で話 し合 い,そ れを群読作 りに

活かす ことがで きたことが伺 える。生徒たちの感想 からも,3年 生 と8年 生の学

び合いは一定の成果があったことが推測 できる。

中には,

「8年生 として斑 をリー ドすることの大変さを学んだ」

F謡 し合い を仕切 ることが難 しかった」

絡 年生だけで話 し合うときと違 う質の話 し合いができた」

のような意見 もあ り,8年 生が今圓の交流で学 んだ ことは,詩 を深 く読み取 るだ

けではな く,話 し合いの方法や烹級生 としてのリー一ダー シップの取 り方も交流学

習 で学んだのではないか と考 える。そ うであるな らば,学 習指導要領中学校第2

学 年A話 す こと ・聞くこと(1)イ 「異なる立場や考えを想定 して自分の考えをま

とめ,話 の1・i・訂心的な部分 と付力1酌な部分に注意 し,論 理的な構成や展開を考えて

話す こと」,C読 むこと(2)ア 「詩歌や物語 などを読み,内 容や表現の仕方につ

いて交流すること」 を達成できたといえる。

5さ いごに

各 グループで詩 を分析 し意見交流 を行い,そ の話 し合いの結果から群読 を作 り

上げ,発 表 をすることがで きた。 しか し,肝 心のrな ぜそのような読み方 になっ

たのか」とい う各 グループの分析 を一般化の過程で交流 させ る時問が少な く,そ

れが一般化の過程での甘 さに繋がった。各 グループの交流内容 を全体の場で もっ

と交流することがで きていれば,更 に深 く詩の解釈ができ,更 に強 く詩の情景を

イメージすることができたように思われる。

しか し,生 徒 たちの学響成果や反応 を兇ていると,異 学年での学び合い,共 岡

学習は,与 えられた教材 を深 く読み取 るとい うだけではな く,普 段 とは異 なる状

況で話 し合いができる とい う点 において も非常に有効的であるのではないか とい
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う考 えに至 った。その話 し合いの中で,お 互いの立場や考 えを尊重 しなが ら言葉

で伝 え合 う能力 を育成で きたか らである。今回の小 中合岡授業で得たことを土台

とし,今 後 も小 中連携,合 同授業,そ して指導の系統作 りの研究 を続けてい きた

いと考えている。

(本学附属京都小中学校教諭)

注

1)3タ イ プの思 考 過程 をAタ イ プ,Bタ イプ,Cタ イ プ と銘打 って い るが,こ れ は形式 的

な もの で あ り,生 徒 の理 解度 を承 す よ うなA,B,Cで はな い。

2)本 蒔の 展淵 で は,分 節 を 「1着 眼」 鴇 分析 」糠 ～ 般化 」 と してい る。 「着眼 」 の過程

では,生 徒 に問題 や課題 と綴会 わせ る。 こ こで,撫 徒 に 「なぜ だ ろ う」 「どう して だ ろ う」

とい う疑 問(問 題 ・課題 に対す る葛 藤)を 起 こ させ,そ れ を次の 「分析 」 へ繋 げ る。ギ分翰

の過程 で は,生 じた疑 総や 葛藤 の解 決方 法 を教 師が教 え るの では な く,生 徒 自らが試 行錯

誤 しなが らね ば り強 く論 理 的 に考 え る。「一 般化 」す る過 程で は,「分析 」 した こ とを元1こ,

改 め て 自分の知 識 や考 え方 な どにつ い て振 り返 り,開 題 や課題 の解 決へ 向 かわせ る。 この

「着 眼 」「分析 」 「～ 般 化」 の 考 える プ ロセス を繧 り返す ことで 問題 や課 題 の本 質 を兇極 め

る力が 育つ と考 え られ る。
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